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諸 物

　音楽学部学生の学園生活のすごし方の特徴を解明し、一般教育さらに専門教育のより一層の

充実を図ろうとする我々の研究も第3回を向かえた。1回目はアンケート調査による度数と頻

度分布とを基にした予備的調査であったω。この成果を踏まえ、統制群を置いた第2回調査を

実施した。学園生活に関係する入学目的、生活時間、満足度等の質問項目を集め、音楽専攻の

女子学生を対象としたものである。調査結果から音楽：専攻生の長い練習一学習時間が確認さ

れ、加えて短かい余暇時間の実態が分った。また、入学目的として専門性の追求をあげるもの

が多く、個人の能力を生かす就職を願うといった傾向が認められた②。

　今回は以上の調査結果の検証を第1課題として男子を含めた新たな統制群を設け前回と同様

の質問紙調査を行なった。なお、この調査は大阪教育大学体育学研究室の協力を得て行なわれ

た。また、第2課題を相愛大学音楽学部学生の余暇生活の考察に置いて、余暇のすごし方、考

え方について検討した。

　我々をとりまく社会は産業構造の変化、都市化の進展と大きな変動の中にあり、生活の中で

の大筋活動（Big　Muscle　Activity）は減少し運動不足に伴なう疾病増加が報告されている。

また、社会変化の影響はこれら身体面にとどまらず、青少年の考え方や行動にまで及んでい

る。すなわち、現代青年は明朗であり、率直で合理性に富むなどの傾向は評価されるが、自己

確立の意欲に乏しいこと、またどちらかといえば孤独的な傾向が強く、広く社会へと開かれた

連帯意識につながらない傾向があるといった指摘である（3）。「過去に学校内外で組織的集団に

入って活動していた者はその後においても積極的に活動する者が多い。」（3）といわれて、サーク

ル・クラブ活動への参加は集団への強い帰属意識を青年に与え、新たな社会の形成者としての

自信と意欲を育てるものと考えられる。余暇活動における組織的活動への参加の重要性が認識

されよう。また、この余暇活動については自由時間の増大に伴ない人間にとっての価値が問題
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視されるに到った。J．デュマズディエは「余暇とは、個人が職場や家庭、社会から課せられた

義務から解放されたときに、休息のため、気晴しのため、あるいは利得とは無関係な知識や能

力の養成、自発的な社会参加、自由な創造力発揮のために、まったく随意に行なう活動の総体

である。」ωと述べ、休息・気晴し・自己開発の三つの機能を余暇に置いている。

　こうした余暇活動の重要性の認識から、体育、スポーツの研究分野においても、余暇を取り

上げた研究は数多くみられる。最近のものでも、余暇活動の人間行動からの分類（5）、余暇欲求

と動機との関連（6）、余暇活動と労働との対比㈹、など多様な角度から詳細な研究がなされてい

る。本研究は以上の問題把握のもとに学生の余暇活動に対する考え方を吟味し、日常生活の中

の創造的な余暇活動のあり方を検討しようとするものである。

本 論

　前回の調査で我々は音楽学部学生の学園生活に対する意識の諸特徴を見出すことができた。

しかし、統制令に短大生を用いたことから、4年制の大学と短大の差を明示したにすぎないの

ではないかとの疑問が生じた。また、専攻学科が音楽であることから直接、音楽学部学生の特

徴と考えたが、専攻科目としての音楽は美術あるいは体育のようないわゆる技能系学科として

の特徴を持ち合わせるものと推察される。音楽専攻生の特徴と分析したものは、実は技能系学

科の者の持つ特徴であるかもしれない。本調査はこうした疑問を検証すべく、四年制教員養成

校を対象校として、国文学科と技能系学科としての統制群に体育学科とを加え再調査を行なっ

た。この検証の後に、相愛大学音楽学部学生の余暇生活の把握をねらいとして以下の二点を目

的とした。

1　目 的

　1．音楽、体育、国文学を専攻する学生を特徴づける、学園生活のすごし方についての要因

を解明する。

　2．相愛大学音楽学部学生の余暇活動の実態とその考え方を把握する。

ll　研　究　方　法

　1　調査期間：昭和58年10月上旬

　2　調査対象：大阪教育大学1、2年生（310名）、相愛大学音楽学部1年生（95名）、計385

名。
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表1　大阪教育大学、調査対象者
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表2　相愛、大教大1年生対象者
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　そのうちわけは表1、2の通りである。三専攻別生活意識の比較には表1の大阪教育大学学

生を対象者とした。また、余暇活動の分析では表2に示した両大学、音楽専攻の1年生のみを

対象とした。

　3　調査内容：昭和57年度作成の「学園生活に対する調査」用紙を用いた。入学目的、生活

時間、余暇活動等について13の観点から構成されている（2）。

　4　結果の整理

　①三専攻別生活意識の比較

　音楽、体育、国文科を特徴づける要因把握のため、質的データの判別、予測分析の為の方法

論である林の数量化理論第H類を用いた｛8）。これは「外的基準が分類で与えられる場合の数量
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化」（9）であり、本研究では対象者がいずれの学科に属するかの判別を、上述の調査項目の中か

ら55アイテム、計118カテゴリーに数量を与え、個人別合計得点（ケース得点）を算出するこ

とから行った。計算は調査項目を内容から2分割して行った。得られた偏相関係数、カテゴリ

ーウエイトを中心に比較検討する。

　なお、計算は大阪教育大学天王寺分校、データステーションのTSS端末から、京都大学大

型計算機センターのSPSSプログラムHAYASI　2（10）を起動し行った。

　②余暇活動の分析

　上述の調査用紙、余暇関連項目について2次元クロス表を作成してx2検定を行った。独立

性が棄却された項目については、交互作用の源泉を突きとめるため、対数一線型モデルによる

質的データ分析を行った。なお、この計算は同パーソナルコンピュータ用プログラム、LOG2（n）

を用いた。

皿　結果と考察

　1　音楽、体育、国文学専攻生の特徴

　音楽、体育、国文学の専攻者を判別するのに、学園生活に関する事項、意識項目のうちいか

なる要因が専攻の規定因として有効であろうか。音楽、体育、国文学専攻を外的基準とする数

量化第H類による分析を行なった。

　数量化とは各項目要因の各カテゴリーに一定の数量均κを与えることであり、個人の各項

目反応パタンδ‘σκ）をもとにした一次の和から個人得点aiが得られ、この得点によって外

的基準の弁別が行なわれる。数式では以下のように表現される。

　　　ai＝XZ6i（」h）xire
　　　　　i　h

　　　・i・i・・｛：1駿都理んカテゴリーに該当

　調査項目を、自らの生き方、生活満足度を中心とする意識項目と生活時間、サークル・クラ

ブ活動、余暇活動が含まれる生活項目との二つに分け考察する。

　④　学園生活に対する意識について

　入学目的、現在及び将来の生き方、学園生活の満足度、興味の対象、余暇に対する考え方、

体力の有無、スポーツの好嫌についての7項目26要因について検討した。表3は判別結果の精

度を表す相関比でありη＝1のとき判別が完全にできる。2根求まり相関比はいずれも高く、

判別精度は満足できるものであった。また図1は専攻科目別に個人得点α’の平均を示したも

のであり第1軸で音楽がプラス、体育がマイナスに位置し、第2軸では音楽・体育群はプラ

ス、国文科はマイナスに位置する。第1軸は音楽、体育の弁別軸であり、第2軸はいわゆる技

能系学科群とそれ以外の科目の弁別軸ではないかと推察される。では、とりあげた項目、要因
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表3　意識項目についての相関比・寄与率
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表4は第1軸について、表5は第2軸についての数量化の結果であり、寄与率の高いものか

ら並べた。数量化の結果として各カテゴリーに与えられたカテゴリーウエイト、並びに専攻別

　　　　　　　　表4　意識項目についての数量化第∬類分析表（第1軸）
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度数を基に専攻学生の特徴をみる。表4から要因カテゴリーの細部を見ていこう。

　最も弁別力の大きい興味の対象についての項目では、カテゴリー番号1、「美や芸術に対す

る興味」がプラスのウエイトを持ち、他はマイナスのウエイトを示した。（＋）ウエイトは音

表5　意識項目についての数量：化第H類分析表（第2軸）
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一〇．013

－O．038
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－O．989

　2．943

　O．359

　0．015

－O．783

　0．334

　O．066

－O．161

　0．334

－O．141

－O．615

一〇．159

－O．083

　0．353

　0．092

　0．441

　O．148

－O．333

　0．532

－O．Oll

－O．836

　0．140

一〇．618

－O．078

　0．260

　0．203

一一 Z．069

偏相関

O．323

O．310

O．270

O．269

O．257

O．245

体育、音楽専攻生は正、国語科専攻生は負のウェイトを持つ
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楽科の特徴（図1参照）であり、音楽科学生に審美型の興味を持つ者が多いことが分る。入学

目的では（一）ウエイトが「将来の自立」、「人との触れあい」のカテゴリーにあり、体育科学

生はこれらを入学目的とした者が多いことが分る。また、音楽科学生は専門追求を入学目的と

する者が多い。余暇時間量では「満足」から「不満」の5段階で反応を求めた。「どちらとも

いえない」を含め、満足傾向が（＋）、不満傾向が（一）を示し、体育専攻生は音楽専攻生以上

に余暇時間量に不満を持っていることが分る。クラブ活動では「どちらともえない」の反応が

（＋）で音楽科の特性と出たが、音楽専攻生はクラブ活動参加者が少なく、中間反応が多くな

った為と考えられる。将来の生き方項目にはカテゴリー群に特徴的なパターンが見出された。

すなわち、音楽科の特徴である（＋）ウエイトは、「なりゆきにまかせ平穏に」、「現状に甘んじ

与えられた範囲で生活を楽しむ」、「自分のやりtいことを思いきり楽しむ」といったカテゴリ

ーにみられ、（一）は「よりよい社会の実現」、「いまの社会を大切に守る」、「社会とかかわり

を避け修業にはげむ」のカテゴリーに見られた。前者は逃避安逸、生活享受、自己実現、後者

は社会変革、現状保持、達観修養とそれぞれ命名されており、私生活中心群と社会志向群とに

区別される（12）。将来の生き方に音楽専攻生が私生活中心の生き方、体育専攻生が社会志向の

生き方を取る傾向がみられる。

　次に、音楽、体育の技能科群と国文科の特徴を示す表5に移ろう。ここで、技能黒蜜は

（＋）、国文科は（一）のウエイトを示す（図1参照）。同性の友人に対する満足度では「不満」

の回答が国文科にみられず極端なウエイトが与えられた。当然ながら、これを特性とは考え難

い。体力については「自信がある」が（＋）、「不安がある」が（一）ウエイトを持ち、技能科

学生の方が体力に自信を持つ傾向があることが分る。今の社会体制に対する満足度では、「不

満」が（一）、「どちらともいえない」が（＋）を示し、技能群ではやや中間反応が多い傾向が

みられる。現在の生き方では「現状保持」が（＋）値を示し、技能科群がやや保守的傾向を持

つことが分る。余暇のすごし方では、「満足」の回答が（一）値を持ち、「どちらともいえな

い」、「やや不満」が（＋）値を持っている。技能群には余暇のすごし方の現状に満足する者が

少ないようである。

　⑧　学園生活の現状について

　図4に示した生活項目、29要因について検討した。表6はその分析精度であり、第1軸の寄

与率が63％を示し第1軸による説明分がやや大きい。図3は専攻群雲の各々に対する位置関係

を示しているが、図1とほぼ同様である。

　表7は音楽一体育科弁別の規定要因を大きなものから順に示しており、（＋）ウエイトは音

楽、（一）値は体育の特徴を表す。所属運動クラブについては非常に回答数が多く、多々納

ら（13）が作成した運動類型にまとあた。運動類型1～5カテゴリーいずれにおいても、（一）値

を示した。（＋）値は運動クラブ所属なしのカテゴリーのみであった。音楽科は運動クラブ所

属者が少なく、体育科に多いことを示すにとどまった。学習時間では1時間以下が（一）、他
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表6　生活項目についての相関比・寄与率

第1軸陣2軸

固有値

相関比

寄　与

（n2）

（n）

率

O．747

0．864

0．63

O．436

0．660

0．37

　体育科
の

　（一1．142，0．333）

第2軸

　音楽科　・

（O．949，0．588）

第1軸

国文科

．（O．193，一〇．922）

図3　生活項目についての専攻科目別平均値

．5

．4

．3

．2

．1

o

性篇管繁多臨寺努簾縫翻易魏星墓譜墓監騰蘇

購
醤

　
　
　
　
　
　
機

に
げ
な
く
　
　
動

も
し
ろ
く
　
　
加

　
　
　
　
　
　
参

㌣
L

．
ブ
分
類

動
参
加
の
有
無

…
暇
時
間

．
暇
時
間

のの時ブクが級向てでと生がで
余余間活ラ好生上いおな活かの

と　　ススビ　・　　　　こ
の　　ポポ・研　　　　ご
交　　1
際　　ツ

究
活
動

ラ
ジ
オ

ー
ツ

図4　生活項目、各要因の弁別寄与

余暇活動

と
」

は（＋）値を示した。音楽科学生に1時間以下の短かい学習時間を持つ者が少ないことが分

る。性別では男が（一）、女が（＋）を示す。これは音楽科に女性が多く、体育科に男性が多

いことを示すものである。参加動機項目群に1、2の寄与率の高い項目がみられるが、この群

への回答はfilter　questionを設け、クラブ活動経験者に制限しており、数量化適用条件の

「唯一の反応が該当する（exclusiveな）カテゴリー」とみなせないため省略した。
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表7　生活項目についての数量化第H類分析表（第1軸）

項 目

（6トA

　所属運動クラブ

（4）一

　学習　時　間

性

カ　テ　ゴ　リ　一

1．手軽な運動

2．楽しさ、社交（バスケット）

3．行事的、野外活動

4．男性中心（サッカー）

5．武道系種目（柔剣）

6．運動クラブ所属なし

1．～1時間
2．　1時間1分～2時間

3．　2時間1分～3時間

4．　3時間1分～4時間

5．　4時間1分～5時間

6．　5時間1分～

1．男

2．女

専攻科目別度数

体劃音剰国語
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ウェイト

一〇．090

－O．724

－O．571

－O．720

－O．120

　0．604

－O．203

　0．242

　0．312

　0．419

　0．451

　1．056

－O．302

　0．178

偏相関

O．573

O．372

O．283

音楽専攻生は正、体育専攻生は負のウェイトを持つ

　　　　　　　表8　生活項目についての数量化第1類分析表（第H軸）

項 目

（3）一A

　平日の余暇時間

（3）一B

　休日の余暇時間

カ　テ　ゴ　　リ　一

1
2
3
4
5
6
　
1
2
3
4
5
6

～2時間

2時間1分～3時間

3時間1分～4時間

4時間1分～5時間

5時間1分～6時間

6時間1分～

～3時間

3時間1分置5時間

5時間1分～7時間

7時間1分～9時間

9時間1分～11時間

11時間1分～

専攻科目別度数

体一音楽陣語

9
6
3
5
2
1
　
6
1
7
4
7
1

5
i
1
　
　
　
　
1
2
1
1
1
1

9
0
2
4
6
5
　
8
5
4
3
4
2

3
2
2
　
　
　
　
　
2
1
1
1
2

1
0
4
5
1
5
　
5
5
0
5
6
5

3
2
1
1
1
　
　
　
1
1
1
2
2

ウェイト

　O，143

　0．009

　0．171

－O，752

－O，335

－O．269

　0．342

　0．180

－o．ooo

－O．306

－O．255

　0．112

偏相関

O．211

O．182

　　体育、音楽専攻生は正、国語科専攻生は負のウェイトを持つ

　表8は技能科と国文科を弁別する第H軸に対する要因ウエイトを示し、技能科は（＋）、国

文科は（一）値を持つ。余暇時間では平日、休日ともに比較的短時間のカテゴリーが（＋）、
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長時間カテゴリーが（一）を示した。技能系学科である音楽科、体育科学生ともに余暇時間が

短かいことが特徴であろう。

　以上の結果を音楽科の特徴を中心にまとめてみよう。まず性別では女性を多い。時間的には

練習時間があり、余暇時間が少ない。これは体育科学生と同様である。そのため、余暇には不

満傾向を持つ。運動クラブに入る者は少ないが、国文科と比べると体力に自信を持つ者が多

い。また、現状保持の保守的傾向を持つ者が多い点は体育科学生と同様である。入学目的で専

門追求、興味の対象には美や芸術を挙げる者が多い。将来的にも私生活中心の生き方をしょう

とする者が多いのは体育科学生と際立った違いである。

　2　相愛大学音楽学部学生の余暇活動とその考え方

　現代社会におけるレジャー関心（1eisure　interest）が個人の知能、洞察力、感受性、審美

感、知覚力、知識、知的洗練度、道徳観念などといった個人的背景や個人の趣好や好みなど、

いわゆるパーソナリティ要因に非常に影響される｛14｝ことが分っている。相愛大学音楽学部

学生の余暇活動の実態をとらえる前に彼らの興味、現在の生き方について見ておこう。なお、

ここでは類似の傾向を示すすものと考え、大阪教育大学音楽科1年生を統制群においた。図5

にシュプランガーの6つの価値類型に対する興味の頻度を示した。学校×6類型のクロス表に

有意な連関が認められた（x2（5）＝13．26、　p〈O．Ol）。対数一線型モデルによる分析では審美

型、経済型を興味の対象とする者が多く（p＜．01）、社会型は少ないことが分った。また、交

互作用効果が審美型興味にみられ、相愛大生が少なく、大阪教育大生に多いことが分る。
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図5　興味の対象（数値は標準化された値を示す＊一1％1eve1、＊＊一5％leve1）
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　社会型の興味を持つ者が少ないことは次の現在の生き方においてもみられる。図6がこの関

係を示すもので0％の基準線の左が私生活中心、右が社会志向の生き方である。なお、図6で

は19－22歳青年男女（N＝280、文献㈲データから算出）の結果を統制群に加えた。3×6群の

クロス表の独立性の検定（x2＝28．50、　df＝10）では1％水準の有意差がみられたので対数一線

型モデルによる分析を行った。表9に分析の対象となるクロス表があり、この結果が表10であ

る。変数1の主効果の差は群間のN数の差を示すにほかならない。変数2では自己実現、生活

享受、逃避安逸が多く、現状保持、達観修養の群が少ない（p＜0．01）ことを示している。現

代青年の心理的特徴の一つとし「私生活領域の重視」が指摘されている（15》がこの傾向を示唆

するものである。また交互作用効果においては、fi、2（、2）がマイナス、　fi、2C3Mがプラスに有意

である。これは現状に甘んじ与えられた生活を楽しむとする生活享受の生き方をとる者が、19

－22歳の一般学生に多く、相愛大学生に少ない事を示すものである。又tt12c33｝、　ti、2（35》がマイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
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図6現在の生き方

表9　現在の生き方についての度数

変

数

　1

（U　1）

1　相愛大

　N＝95

2　大教大

　N＝　70

3　19－22

　歳学生

　N＝280

変数　2　（U2）

　1
自己実現

　29
（30．5）

　21
（30．0）

　70
（25．0）

　2
生活享受

　23
（24．2）

　23
（32．9）

　135
（48．2）

　3
逃避安逸

　25
（26．3）

　18
（25．7）

　38
（13．6）

　4
社会変革

　10
（10．5）

　　3
（4，3）

　24
（8，6）

　5
現状保持

　7
（7．4）

　4
（5．7）

　7
（2．5）

　6
達観修養

　1
（1．1）

　1
（1．4）

　6
（2．1）

注）　（　）内は変数1の各群の百分率
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表10対数一線型モデルによる表9の分析結果

ホウワモデル（10gF（ij）＝u十ui（i）十u2（j）十u12（ij））　ノアテハメ

　　カイニジョウ（L）＝＝O　df＝1　Pく1

　　モデルスイテイユウイスイジユン　z＝1．65　（p＜．1）

ul（i） ＊＊p〈．Ol　＊p〈．05　十p〈．1

ヘンスウ

　　1

　　1

　　1

u2（1）

u2（2）

u2（3）

コウカ

ーO．185

－O．587

　0．772

ゴサ

O．153

0．164

0．120

ヒョウジユンチ

ー1．207

－3．587＊＊

　6．415＊＊

u2（j） ＊＊p〈．Ol　＊p〈．05　十p〈．1

ヘンスウ

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

　　2

u2（1）

u2（2）

u2（3）

u　2　（4）

u2（5）

u2（6）

コウカ

　1．041

　1，213

　0．736

－O．320

－O．754

－1．916

ゴザ

O．134

0．133

0．141

0．214

0．225

0．414

ヒョウジユンチ

　7．775＊＊

　9．098＊＊

　5．231＊＊

一1．492

－3．355

－4書629＊＊

u12（ij） ＊＊p〈．Ol　＊p〈．05　十p〈，1

ウ
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ス
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L

ンへ

…
叫
働
胤
剛
㎜
闘
㈲
…
四
…
叫
働
闘
⑳
⑳
⑳
囲
㈱
㎞
岡
⑬
図
㈲
鮒

E
抱
E
η
犯
E
蛇
E
犯
E
E
η
n
把
把
η
m
M
η

U
　
U
　
U
　
U
　
U
　
U
　
U
　
U
　
¶
μ
　
U
　
U
　
U
　
U
　
U
U
　
U
U
　
U

コウカ

ーO．oo2

－O．405

　0．154

　0．294

　0．371

－O．413

　0．078

－O．oo3

　0．228

－O．507

　0．214

－O，OIO

－O．077

　0．408

－O．383

　0．213

－O．585

　0．432

サ
9
5
∞
0
3
8
4
0
8
3
7
1
1
0
8
1
9
6
9
4
9
如
5
7
5
2
7
1
4
3
9
3
6
0

ゴ
」
2
2
2
忍
ゐ
2
2
氾
3
β
ゐ
9
ー
ユ
」
2
3
4

　
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

ヒョウジユンチ

ーO．008

－2．026＊

　O．760

　1．035

　1．205

－O．648

　0．370

一一 Z．014
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ナスで有意であった。これは一般学生に逃避安逸、現状保持の生き方をとる者が少ないことを

示すものである。音楽専攻生に「なりゆきまかせ平穏に．（逃避安逸）」、「いまの社会を大切に

（現状保持）」といった生き方をとる者が多い傾向が示唆されよう。

　図7、8は平日、休日の余暇時間を示すもので、両大学音楽専攻生に差はみられない。図9

ではサークル・クラブ活動参加有無を示しており、音楽専攻生の比較に国文科専攻生を加え

た。x2　・・　27．79でdf＝2において1％水準の差が認められた。相愛大音楽専攻生のサークル・

クラブ活動への参加が少ないことが理解されよう。

　次に現在の余暇に対する満足度を比較しよう。余暇時間量、余暇のすごし方についての満足

度を図10に示した。ここで満足度は表11のように満足；＋2から不満足；一2のウエイトを置

き度数との積和により求めた指数値である。図10から、音楽専攻生の余暇満足度が、時間、内
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　　在学青年のデータは文献㈲、p．62－63、　p．101の表をもとに算出

容ともに低いことが理解できよう。統制群としての一般青年全体の偏差が求まらず、男子19－

22歳学生をコントロールとおき、分散分析を行なった。余暇のすごし方では差はみられないも

のの、時間量には1％水準（F＝6，13、df；358、2）の差が認められている。

　最後に余暇の考え方について、4組のポール質問“2）をもとにみていこう。図11がこの結果
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図11余暇のすごし方　　＊一5％、＊＊一1％level有意差、　N．　S．一Not．　Significant

であり20代青年（N＝612）をコントロールとした。独立性の検定では、余暇活動の準備の要、

不要（x2＝39．98、　df＝2、　p＜．01）と出費（x2　＝・　11．45、　df＝2、　p＜．01）の項目に有意差が認

められ、相互群間の検定を加えた。準備の要・不：要の項目では、音楽専攻生は一般青年に比べ

「奥行きのある活動をしたい」と回答する者が多い。しかし両大学間では相愛大学生が「手軽

に楽しめるもの」を求める傾向があることが分る。余暇活動の出費に関しては相愛大生は一般

青年に比べても「お金をかけず」にと考える者が多いこと、また大阪教育大学生がお金がかか

るのも仕方がないと回答する者が多いことから、この出費の項は、音楽専攻生の特徴というよ

り、むしろ相愛大生の特徴であると考えられる。

　相愛大生は余暇活動として手軽でお金のかからないものを求める傾向があると考えられよ

う。
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IV　要 約

　音楽専攻生の学園生活とその意識の概要をとらえるため、音楽、体育、国文科の学生を対象

として数量化第H類による分析を行ない前回の結果を検証した。

　音楽専攻生の長時間の練習と短かい余暇時間、入学目的としての専門性の追求が認められ、

前回結果を追証することができた。今回はさらに、現状保持の保守的傾向、私生活中心の生き

方の特徴も指摘された。また、これらのうち、短かい余暇時間とその不満、保守的生き方など

は体育科と類似することが明らかにされた。

　相愛大学音楽専攻生の余暇生活の実態に関しては大阪教育大学音楽科学生あるいは他の統制

群を設け検討した。以下の2点が相愛大学生の特徴として明らにされた。

　①一般学生に比べ余暇満足度は低く、サークル・クラブ活動も低調である。

　②　奥行きのある余暇活動を望む余暇積極派と呼べる者が多い。しかし、お金はかけない倹

約家である。

（附記）
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